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防災対応の段階とマニュアル作成のポイント3章

点検3-2 2

　学校の施設及び設備等の安全点検については、学校保健安全法第27条において、計
画的に実施するよう定められています。災害発生時に児童生徒等の安全を確保するととも
に、安全に避難させるためには、校舎内の施設及び設備だけではなく、避難経路や避難場
所の点検も必要です。

　安全点検の対象である学校施設等は、常に同じ状態にあるわけではなく、季節あるいは時間、自然災害等により変化します。
そのため、安全点検を継続的かつ計画的に行わなければ、環境や行動における重大な危険が見過ごされる可能性があります。
学校保健安全法施行規則では、下表のように定期的、臨時的、日常的に行う安全点検について示されています。

　学校施設は、児童生徒等の活動の場であるとともに、地域住民の応急避難場所としての役割を果たすことから、その安全性の確保
は重要です。このため、学校施設の構造体の安全性について専門家が耐震診断を行い、必要な補強工事を実施しています。また、
学校施設の安全性を確保するためには、構造体だけでなく、天井材や外装材等の非構造部材の耐震対策を行うことも重要です。
　非構造部材の耐震点検に当たっては、教育委員会が中心となり、教職員や専門家等と連携して実施する必要があります。教職員は、
建築の専門的な知識は有しないものの、施設を日常的に使用している者として、日々活動する中で施設の不具合を見つけ、危険箇所
を察知できる立場にあることから、教育委員会と緊密に情報共有することにより、効率的な耐震対策の実施に結びつけることが期待さ
れます。教職員は、施設に何らかの異変がないかという観点で、以下のような項目を点検することが考えられ、点検の実施に当たっては、
それらを安全点検に組み込むことが有効です。なお、点検項目は、各学校の状況等に応じて必要な項目を検討する必要があります。

1 施設及び設備等の安全点検

2 非構造部材の点検

「『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」より引用

定期の安全点検

臨時の安全点検

日常の安全点検

安全点検の種類 時間・方法等 対　　象 法的根拠等

毎学期１回以上
計画的に、また教職員全員が
組織的に実施

児 童 生 徒 等 が 使 用 す る 施
設・整備及び防火、防災、犯
罪に関する設備などについ
て

毎 学 期 １ 回 以 上 、幼 児 、児
童、生徒又は学生が通常時
に使用する設備及び設備の
異常の有無について系統的
に行われなければならない

（規則２８条第１項）

毎月１回
計画的に、また教職員全員が
組織的に実施

児童生徒等が多く使用すると
思われる校地、運動場、教室、
特別教室、廊下、昇降口、ベラ
ンダ、階段、便所、手洗い場、給
食室、屋上など

明確な規定はないが、各学
校の実情に応じて、上記（規
則２８条第１項）に準じて
行われる例が多い

  必要があるとき
・運動会や体育祭、学芸会や  

文化祭、展覧会などの学校行
事の前後

・暴風雨、地震、近隣での火災
などの災害時

・近隣で危害のおそれのある
犯罪（侵入や放火など）の発
生時　など

必要に応じて点検項目を設定 必要があるときは、臨時に、
安全点検を行う（規則２８
条第２項）

毎授業日ごと 児童生徒等が最も多く活動を
行うと思われる箇所について

設備等について日常的な点
検を行い、環境の完全確保
を 図 ら な け れ ば な ら な い

（規則２９条）

参考５
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各段階の留意事項等 3-2

　津波被害が想定される学校では、設定している校外への避難経路や避難場所の点検も重要です。造成等による地形
の変化や道路工事等での通行障害等、環境の変化に応じて点検を行うことが求められます。また、避難場所の設定に当
たっては、教職員だけではなく、防災担当部局や研究者などの専門家の意見も参考にして決定しましょう。

3 避難経路・避難場所の点検

耐震点検及び対策の体制の例

点

　
検

点

　
検

（点検 対策の全体調整）

■点検方針の策定
●点検方法と点検実施時期の整理
●専門性・難易度等を踏まえた点検主体の整理

■点検実施計画の策定
●具体的な点検箇所、時期等の検討

■点検の実施
●実施計画に基づき実施
●項目によっては、学校の報告を参考として
　必要に応じて実施

結果の報告

学 校
■学校が実施する安全
　点検への反映の検討
■点検の実施

■改善計画の策定

■対策の実施

●改善時期
●手法（大規模改修の一環又は個別の改修　等）

「地震による落下物や転倒から子どもたちを守るために～学校施設の非構造部材の耐震化ガイドブック」より引用

専門家の
活用

専門家の
活用

【学校で対応可能な場合】

【学校で対応困難な場合】

■対策の実施

学校設置者

（連絡・調整）

・分かりやすい案内板や表示があるか
・避難経路に障害物がないか
・災害種、状況に対応した複数の経路と場所が確保されているか
・児童生徒等の特性や発達段階を踏まえているか
・地域の自然的環境や社会的環境を踏まえているか
・近隣住民の避難や帰宅困難者の避難を想定しているか
・実地見分を行って確認されているか
・学校等の定めた避難経路、避難場所を児童生徒等や保護者に周知しているか

点検の観点（例）

参考資料
「東日本大震災の被害を踏まえた学校施設の整備について　緊急提言」
平成２３年７月（東日本大震災の被害を踏まえた学校施設の整備に関する検討会）

「地震による落下物や転倒物から子どもたちを守るために～学校施設の非構造部材の耐震化ガイドブック～」
平成 22年３月（文部科学省）

建物そのものではなく、天井材、
外装材、照明器具、家具等を総
称して非構造部材といいます。耐
震化が図られ、地震動によって建
物が倒壊する危険性の低い学校
施設でも、非構造部材による危
険が考えられ、これらについての
点検が必要です。

■ 教職員の点検項目の例

■ 耐震点検及び対策の体制の例

教職員の点検項目（例）

天井

照明器具

窓ガラス

外壁（外装材）

収納棚など

天井材（仕上げボード）に破損等の異状は見当たらないか

照明器具に変形、腐食等の異状は見当たらないか

窓ガラスにひび割れ等の異状は見当たらないか

開閉可能な窓のクレセントはかかっているか

外壁にひび割れ等の異状は見当たらないか

書棚等は取付金物で壁や床に固定しているか

解　説
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＜参考＞用語の定義 

本報告書における用語の定義については以下の通りである（一部本文中の脚注と重複して

いるものがある。）。 

用 語 定  義 

あ行 

Is 値 建築物の構造耐震指標であり、構造体の耐震性能を表す指標。 

ＲＳタイプ 下部をＲＣ架構とし上部を鉄骨架構とした構造形式。 

ＲＣ造 鉄筋コンクリート構造（ＲＣは Reinforced-Concrete の略）。 

Ｒタイプ ＲＣ架構の上に鉄骨造の屋根架構を載せた構造形式。 

合わせガラス ２枚または数枚の板ガラスの間にポリビニルブラチール樹脂フィルムを中間膜と

して挟み込んで加熱圧着ではり合わせた安全ガラス。 

アンカーピン 外壁等の欠損や浮きの補修を行うために使用される金具。 

アンカーボルト 構造物の柱や土台をコンクリート基礎に定着するために基礎に埋め込んで用いる

ボルト。 

ＡＬＣパネル 高温高圧で蒸気養生した軽量コンクリート製のパネル。 

エキスパンション・ジョイント  建物を分割し、地震の揺れ等に対する被害を軽減させるために設ける建物同士の隙

間。 

ＳＲＣ造  鉄骨鉄筋コンクリート構造（ＳＲＣは steel reinforced concrete の略）。 

Ｓ造 鉄骨構造（Ｓは steel の略）。 

Ｓタイプ 純鉄骨の構造形式。 

押
おし

出
だし

成形
せいけい

セメント板  無機質繊維、混和剤を混錬し中空を有する形に押し出し成形したものを高温高圧蒸

気養生した板のこと。 

か行 

架構
か こ う

 柱や梁等の部材で構成された骨組。 

片引き形式 １枚の戸を１本の溝やレールに沿って引き動かす建具の開閉形式。 

片
かた

持
も

ち梁
ばり

 水平に持ちだした跳ね出し状の梁。キャンティレバー。 

慣性力 物体が現在の状態を維持しようとして生じる力。 

強化ガラス 安全ガラスの一つ。板ガラスを加熱した後、空気を全表面に均一に吹き付けて急冷

してつくったガラス。衝撃、曲げ、圧縮に強く、割れた際破片が粒状となる。 

切妻
きりづま

 二つの傾斜面により山形の形状をした屋根。下図参照。 

クラック コンクリート面にできた亀裂、ひび割れ。 

クリアランス  隙間。天井と壁等との隙間。サッシとガラスの隙間など。 

クリップ 野縁を野縁受けに取り付ける金具。 

ケイ酸カルシウム板  消石灰、珪藻土、石綿に水を混ぜて練り合わせてボード状にしたもの。耐火性に優

れ比重が軽いため、建築分野では幅広い用途で使われている。 
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桁
けた

行
ゆき

面 小屋梁に直角な面。長方形平面の建物の長手方向の面。下図参照。 

硬化性パテ 窓ガラスの固定に硬化性シーリング材を使用したもの。硬化性パテを使用した窓ガ

ラスの場合,ガラスとサッシが硬化接着して,ガラスの移動や回転を妨げられガラ

スが破損する可能性が高い。 

剛性
ごうせい

 曲げやねじりの力に対する、変形のしづらさの度合い。 

構造体 梁、柱、壁など自重や外力に抵抗する役割を担う建築物の構成要素。 

構面 外力に抵抗できるように、部材で組み立てられた平面の骨組。 

腰壁
こしかべ

 壁の窓台より下の部分、壁の腰の部分。 

コンクリートスラブ 床の荷重を支える鉄筋コンクリート造の床。 

さ行 

サイディングボード  製品化されたセメントや金属製の乾式外壁板。一般的に変形追従性が高いとされて

いる。 

在来天井 野縁、野縁受けで組まれた格子状の天井下地材に石膏ボード等の天井板を張り上げ

た天井。 

軸組
じくぐみ

 土台、柱、梁、桁、筋かい等で構成される骨組。それを立面的にみたもの。 

地震水平力 建物に水平方向に作用する外力。地震力ともいう。 

システム天井 空調や照明等を組み込んで一体化した定型のパネルを、Tバーと呼ばれる軽量形鋼

の下地材にのせて構成された天井。 

弱軸
じゃくじく

 部材の断面に関する二つの直交する主軸のうち、断面二次モーメントが小さい方の

軸。 

靱
じん

性
せい

 材料の粘り強さ。材料の中で亀裂が発生しにくく，かつ伝播しにくい性質。 

新耐震基準 昭和 56 年 6月に施行された建築基準法に基づく現行の耐震基準。震度５強程度の

中規模の地震動に対して大きな損傷がないものとして設計。また，阪神・淡路大震

災クラスの震度６強から７に達する程度の大規模の地震動に対して倒壊などの大

きな損傷を防ぎ人命を保護するものとして設計。 

水平せん断力 物体内の単位面積の面に平行して作用し、その両側を逆方向にずれさせるように働

く力。 

スチフナ 鉄骨の座屈を防ぐための補剛材。 

成
せい

 高さのことで、梁や桁など建築部材の下端から上端の垂直距離をいう。 

石膏
せっこう

ボード 芯材に石膏を入れ、その両面と側面をボード用紙で被覆した板。耐火・防火・遮音

性能をもち、室内の仕上げ下地としてよく使われる。 

層間
そうかん

変位 地震等の外力を受けて建物が変形する際、層に生じる水平方向のずれ。 

層間変位追従性 地震発生時に建物の変形に追従して外壁などが変形する性能。 

層間変形 地震等の外力を受けた際の建物の変形（揺れ幅）。 

た行 

縦壁挿入筋
たてかべそうにゅうきん

構法 ALC パネルを外壁の縦壁として取付ける構法。層間変位追従性に乏しく,2002 年に

廃止され,現在は耐震性のより高いロッキング構法へと全面的に変更されている。
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面内
めんない

変形 平板あるいは曲面板において板面の接線方向の変形 

や行 

有孔
ゆうこう

ベニヤ板 等間隔に穴を開けて加工した合板。吸音性に優れている。 

横連
よこれん

窓
そう

 方立て（窓枠を支えるために垂直に立てる部材）を立てず横に連ねた窓。 

ら行 

ラスシート 亜鉛鉄板の角形波板の上面にメタルラス等のラス下地（モルタルを付着させるため

に用いる金属）を溶接したもの。主としてモルタル塗の下地として用いる。 

ラスモルタル メタルラス等のラス下地にモルタルで下塗り、または仕上げをしたもの。 

ラーメン構造 柱と梁を剛に接合した構造。外力に対して曲げモーメント、せん断力、圧縮軸力及

び引張軸力により抵抗する。 

ルーバー 薄くて細長い羽根板を平行又は格子状に組み、開口部や照明器具に設けて、視線や

風・光の方向を調節するスクリーン。 

ロッキング構法 構造躯体の変形に対し，パネルが 1枚ごとに微少回転して追従する機構。パネル内

部に設置されたアンカーと取付け金物により躯体に取付ける。 

ロックウール吸音板 無機質繊維の岩綿（ロックウール）を主原料として板状に成型し、表面仕上げをし

た内装材で、吸音性・断熱性・防火性などに優れた不燃材。 

 

（張間方向・桁行方向の概念図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考文献等】 

「建築大辞典」（第２版）」（彰国社） 

「建築学用語辞典（第２版）」（日本建築学会編、岩波書店） 

「特定天井及び特定天井の構造耐力上安全な構造方法を定める件」（平成２５年国土交通省告示第７７１号） 

「地震による落下物や転倒物から子どもたちを守るために～学校施設の非構造部材の耐震化ガイドブック～」 

（平成２２年３月文部科学省） 

「学校施設の長寿命化改修の手引～学校のリニューアルで子供と地域を元気に！～」 

（平成２６年１月文部科学省） 

ほか 

  

桁行（けたゆき）面

張間（はりま）面 

（妻（つま）面） 桁行（けたゆき）方向 

張間（はりま）方向 

垂れ壁 天井から垂れ下がったような形の壁。 

弾性シーリング材 硬化後の力学的性質としてゴム弾性をもつ不定形のシーリング材 

長寿命化改修 老朽化した建物について、物理的な不具合を直し建物の耐久性を高めることに加

え、建物の機能や性能を現在の学校が求められている水準まで引き上げる改修を行

うこと。これにより、建物を将来にわたり長く使い続けることができる。（上記は

学校施設の場合の定義） 

繋
つな

ぎ筋
きん

 帯筋
おびきん

や肋
あばら

筋
きん

など、せん断補強のために主筋
しゅきん

の周囲に巻き付ける鉄筋のこと。 

吊
つ

り天井 天井のうち、構造耐力上主要な部分又は支持構造部（以下「構造耐力上主要な部分」

という。）から天井面構成部材を吊り材により吊り下げる構造の天井をいう。 

吊
つ

りボルト 天井材等を支持するために用いられる軸の長いボルト。 

塔屋
と う や

 階段室、昇降機塔、冷却塔などの屋上に突出した部分。ペントハウス。 

トラス構造 外力に対する抵抗が強い三角形状の部材を組み合わせた骨組構造。 

トリミング フィルム・シートの両端を切断し、整寸する作業のこと。 

な行 

斜め部材 地震の震動により天井に生ずる力を構造耐力上主要な部分等に伝達するために天

井面に対して斜めに設ける部材をいう。 

軒
のき

天井 軒（屋根の端部で外壁から外にもち出された部分）の下面に張った天井。 

野
の

縁
ぶち

  天井材を取り付けるための下地材として配置される細長い材。 

野
の

縁
ぶち

受け 野縁と直交する野縁の支持部材。 

は行 

倍強度ガラス 強化ガラスと同様な処理を行い、表面に圧縮応力を生じさせたガラス。 

はめ殺し窓 枠材にガラスをはめ込み固定し、開閉しない窓。 

張間
は り ま

面 小屋梁に平行な面。長方形平面の建物の短手方向の面。妻
つま

面。下図参照。 

ハンガー 野縁受けと吊りボルトを緊結する金具。 

非構造部材 構造設計・構造計算の主な対象となる構造体（骨組み）以外の、天井材、照明器具、

窓ガラス、外装材、内装材、設備機器、家具等を指す。 

被災度区分判定 地震により被災した建築物を対象に，建築構造技術者がその建築物の内部に立入

り，建築物の沈下，傾斜及び構造躯体の損傷状況などを調査することにより，被災

度の区分を行うとともに，継続的に使用するための復旧の要否を判定するもの。 

輻射
ふくしゃ

暖房 壁･床･天井など躯体の内側に熱を加え、躯体表面から放出する輻射熱による暖房の

こと。 

フレキシブルボード  繊維強化セメント板の一種で、セメントと補強繊維を原料に高圧プレスで成形した

部材。防火・防湿性に優れ、軒の天井材などに用いられる。 

ブレース構造 建物に加わる水平の力をブレース（筋かい）に負担させる構造。 

ま行 

回
まわ

り縁
ぶち

 天井と壁の接する部分に取り付ける化粧部材。 

面外
めんがい

変形 平板あるいは曲面板において板面の直交する方向の変形 
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面内
めんない

変形 平板あるいは曲面板において板面の接線方向の変形 

や行 

有孔
ゆうこう

ベニヤ板 等間隔に穴を開けて加工した合板。吸音性に優れている。 

横連
よこれん

窓
そう

 方立て（窓枠を支えるために垂直に立てる部材）を立てず横に連ねた窓。 

ら行 

ラスシート 亜鉛鉄板の角形波板の上面にメタルラス等のラス下地（モルタルを付着させるため

に用いる金属）を溶接したもの。主としてモルタル塗の下地として用いる。 

ラスモルタル メタルラス等のラス下地にモルタルで下塗り、または仕上げをしたもの。 

ラーメン構造 柱と梁を剛に接合した構造。外力に対して曲げモーメント、せん断力、圧縮軸力及

び引張軸力により抵抗する。 

ルーバー 薄くて細長い羽根板を平行又は格子状に組み、開口部や照明器具に設けて、視線や

風・光の方向を調節するスクリーン。 

ロッキング構法 構造躯体の変形に対し，パネルが 1枚ごとに微少回転して追従する機構。パネル内

部に設置されたアンカーと取付け金物により躯体に取付ける。 

ロックウール吸音板 無機質繊維の岩綿（ロックウール）を主原料として板状に成型し、表面仕上げをし

た内装材で、吸音性・断熱性・防火性などに優れた不燃材。 

 

（張間方向・桁行方向の概念図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考文献等】 

「建築大辞典」（第２版）」（彰国社） 

「建築学用語辞典（第２版）」（日本建築学会編、岩波書店） 

「特定天井及び特定天井の構造耐力上安全な構造方法を定める件」（平成２５年国土交通省告示第７７１号） 

「地震による落下物や転倒物から子どもたちを守るために～学校施設の非構造部材の耐震化ガイドブック～」 

（平成２２年３月文部科学省） 

「学校施設の長寿命化改修の手引～学校のリニューアルで子供と地域を元気に！～」 

（平成２６年１月文部科学省） 

ほか 

  

桁行（けたゆき）面

張間（はりま）面 

（妻（つま）面） 桁行（けたゆき）方向 

張間（はりま）方向 
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＜参考＞出典一覧 

ページ 図・写真 出典 

55 図 36 層間変位追従性が高い取付け例（ロッキング構法）
「入門 ALC パネル 2013 年 6 月改訂版」

（ALC 協会） 

55 図 37 ロッキング構法の概念図 
「入門 ALC パネル 2013 年 6 月改訂版」

（ALC 協会） 

56 図 38 コンクリートブロック壁の配筋例 
日本建築学会「壁式構造関係設計規準集・

同解説（メーソンリー編）」2006 年 

57 図 39 
鉄筋コンクリート造とブロック帳壁の緊結例 
（後積みの場合） 

日本建築学会「壁式構造関係設計規準集・

同解説（メーソンリー編）」2006 年 

59 図 41 サッシカバー工法（模式図） （一社）日本サッシ協会 

62 図 43 層間変位追従性が高い取付け例（ロッキング構法）
「入門 ALC パネル 2013 年 6 月改訂版」

（ALC 協会） 

62 図 44 ロッキング構法の概念図 
「入門 ALC パネル 2013 年 6 月改訂版」

（ALC 協会） 

上記以外の図表 ・写真は、文部科学省のほか、学校設置者及び協力者会議委員からの提供による。 

＊この報告書は再生紙を使用しています。
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